
 

 

 

 

 

猛暑が続いています。本校でも生

徒たちの安全を第一に考え、右記の

指標（「山梨県・学校における熱中症

対策ガイドライン」より）を基に活

動を行っています。  

 

右記指標内★について  

★１：全ての人が熱中症対策を実施    

できない場合は運動の中止やイ  

ベントの延期等を判断  

★２：涼しい場所以外では運動を中  

 止 

★３：特別の場合とは医師や看護  

師、救急救命講習受講者のいずれ   

かの常駐や救護所の設置、救急搬  

送体制を講じた場合。涼しい屋内  

で運動する場合  

 

 本校では、上記のガイドラインを基に、定期的にグランド・体育館・テニスコート・プ

ール等の「暑さ指数」を計測し、授業や部活動等が安全な環境で実施できるかどうか確認・

判断しています。計測の結果、「指数」が次の数値を示した場合・・・  

● 31 以上の場合：運動を中止し涼しい場所での水分補給と 15 分間の休憩。再度「暑さ  

指数」を計測  

● 28－ 31 の場合：激しい運動はせず、 20 分間隔で水分補給と５分間の休憩。再度「暑  

さ指数」を計測    

● 25－ 28 の場合：積極的に休憩を取る。30 分間隔で水分補給と３分間の休憩。再度「暑  

さ指数」を計測   することとしています。  

また、活動が可能な指数内であっても、生徒たちの健康観察を実施し、体調やその日の 

疲れの程度、教員の指導体制を基に、活動中止とする場合もあります。  

なお、前日に特別警戒アラートや警戒アラートが発出された場合でも、午前中等、十分  

に活動できる場合もあることから、事前に中止や延期を判断することは困難ですので、生

徒の登校後、状況によって部活動等を中止する判断をせざるを得ないことがあります。  

学校での熱中症対策 

ご理解とご協力をお願いします。  

 

     

 
令和８年 

７月１４日（第１１号） 

学校長 村松 章史 

ご家庭におかれましては、暑い時期の生徒たちの体調を観察していただき、体調が不十

分なときや寝不足のとき、食欲がないとき、朝食を食べていないときなどは、運動を控え

るように声かけをしていただくと共に、土日や夏季休業中の部活動においては不参加も

検討していただくなど、家庭内でのご指導をお願いいたします。  

 

７月13日の夕焼け 

翌日の暑さを予感 


